
令和5年3月6日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全学級が実施した。

３：９０％の学級が実施した。

２：８０％の学級が実施した。

１：８０％未満の学級が実施した。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上更新した。

３：学期に2～3回更新した。

２：学期1回以上更新した。

１：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｃ

Ｄ

・小中連携、近隣小学校との連携を重視して地域で育て
る教育を推進することが一層求められている。頑張ってほ
しい。

・PTAや地域の行事なども戻りつつある。PTA・地域が最
大限に協力していかれるといい。

・地域教育連絡協議会委員として今年度は、運動会・展
覧会観覧や授業参観ができた。今後も学校の教育活動で
手伝えることがあれば言ってほしい。

・夏のワクワクスクール開催や読み聞かせ、ガーデニン
グ、図書整備、壁面装飾等、「のびのび六郷応援隊」の活
躍が印象的だった。今後も続けてほしい。

A４

B４

◇「地域に開かれた学校」の評価
　の向上を目指し、各種便りやホー
　ムページ、緊急メール等での情
　報発信に努めるとともに、様々な
　学習・行事への保護者及び地域
　教育連絡協議会委員の来校を
　実現した。

◇「のびのび六郷応援隊」の協力
　により、地域の方に教育活動に
　関わっていただく機会が元に戻
　りつつある。

◎ＰＴＡ・地域の協力に感謝するとと
　もに、さらに学校が地域連携の核
　となるように努める。新たな取組の
　可能性を求めていく。

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

 A４

 B３

１：

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

１：

２：

３：

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

3

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

　 A４：「授業が楽しくわかりや
　 すい」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上。

　 B４：「学習活動を工夫して、
　 わかりやすく教えている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

4

3

4

4

３：

４：

4

4

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

　 A４：「運動することが好きで
　 ある」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上。

　 B４：「健康教育の取組を推
　 進 している」とアンケートで
　 回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

１：

２：

4

４：　A４：当該学年の四則計算
　 の定着度及び漢字検定の
　 合格率が９０％以上。

　 B４：「子供は基礎学力が身
　 についている」とアンケート
　 で回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

4

4

4

・あいさつの様子や子供たちの笑顔から、子供たちは自
己肯定感を高めていることを感じる。

・特別活動（学級活動）の一層の充実を期待したい。その
中で児童一人一人のよさを発揮させてあげてほしい。

・いじめは社会的にも大きな問題である。今後も早期発見
に努めてほしい。

・六郷スタイルの定着は大切なことである。地域でも子供
たちにあいさつをしたり声を掛けたりしていきたい。

・朝の挨拶は近隣にも響き渡るほどで、年々よくなってい
る。今後も工夫して取り組んでほしい。

・元気に活動する子供たちの姿を見ると嬉しくなる。一層
の努力を望む。

・体をしっかり使える子供になってほしい。

・運動会を観覧した。コロナ禍を通じた体力の低下を心配
していたが、みんな元気に活動していて安心した。今後も
体力を高める取組を行ってほしい。

・「早寝早起き朝ごはん」の取組結果にはばらつきがある
と聞く。家庭への協力も呼びかけたい。

・以前より校内に花が多くなった印象をもっている。「六郷
小フラワープロジェクト」や地域支援本部「のび六」のガー
デニングボランティアの方々のお陰だと思う。今後も続け
てほしい。

・来年度は特別支援学級が開設されるとのこと。特別支
援教育についての研修を全教員がしっかり受けて、学校
全体で特別支援教育を推進してほしい。

・教師の健康に留意されて、より元気な学校になることを
祈っている。

3

3

4

2

◇規律ある学校を目指し、「六郷ス
　タイル」の定着に取り組んだ。特
　に挨拶と言葉遣いを重点項目と
　し、自己評価できる挨拶カードも
　実施した。「すすんで挨拶してい
　る」と回答した児童は８８％に向
　上した。

◇道徳的価値を自分事として考え
　られる道徳授業を目指し、昨年
　度の研究成果を生かして実践を
　積み重ねた。

◇いじめについて考える授業実践
　や、毎学期の児童アンケートを
　もとに、いじめや不登校の未然
　防止と早期発見に組織的に取り
　組んだ。教員研修も重ね、「いじ
　め見逃しゼロ」の実現に努めた。

◎自己肯定感や他者を尊重する
　心の育成にさらに努めていく。
　児童一人一人のよさが発揮でき
　認め合える機会をさらに増やし
　ていく。そのために、特別活動の
　充実を図っていく。

3

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

・一人一人を大切にしていることが良い。

・授業改善はいつの時代でも重要課題である。一人一人
の教師が授業改善に基づいて計画し、取り組んでほし
い。

・「六郷小復習重点ウィーク」「六郷小漢検ウィーク」「六郷
小読書週間」等の取組は確かな学力を定着させる良い取
組だと思う。今後も継続してほしい。

・児童が「わかる・できる」授業づくりはとても重要であると
感じている。次年度も研究を続けてはどうか。

◇ねらいと主発問を明確にした授
　業と、１単位時間の中で前時ま
　での学習内容を確認したり、本
　時の学習を振り返ったりする活
　動を設定した授業づくりに努めた。

◇児童が「わかる・できる」を目指
　した算数授業を校内研究として
　全教員で取り組んだ。

◇基礎的・基本的な内容の定着
　を図るため、「六郷小復習重点
　ウイーク」「六郷小漢検ウイーク」
　「六郷小読書週間」を設定した。

◇授業観察時には、授業改善推
　進プランを明記した指導案を作
　成するようにし、確実な実施を目
　指した。

◎六郷小読書週間には、朝の読
　書タイムを増やしたり、家庭への
　家読の啓発に取り組んだりした
　が、さらなる読書推進の工夫が
　必要。

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

持久走大会や外遊び機会の確保、感染症
予防等の取組を通して健康教育を推進す
る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

学習・生活のルール「六郷スタイル」の定
着を図るための指導を徹底する。特に挨拶
と言葉遣いを重点項目として、工夫して取
り組む。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「わかる・できるを目指した授業」及び各種
校内研修をもとに、新学習指導要領の趣
旨を踏まえた授業改善に努める。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「六郷小復習重点ウイーク」「六郷小漢検
ウイーク」「六郷小読書週間」を設定する。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

学校行事・授業公開・保護者会・個人面談
等を通した連携による相互理解を教育活
動に生かす。

A４

B３

A３

B４
体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

　 A４：「地域のことが好き」
　　とアンケートで回答し た
　　児童の割合が９０％以上。

　 B４：「学校は積極的に情報
　 発信している」とアンケート
　 で回答した保護者の割合
　 が９０％以上。

１：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

２：

３：

４：

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

5

B 2

3

A３

B４

◇授業改善のために、教員同士が
　相互に授業を観察するOJTや、
　交換授業に取り組んだ。
◇特別支援教育に関する校内委
　員会は、情報及び指導法が共有
　でき、充実化が図れた。結果とし
　て児童の意欲的な姿に表れた。
◇授業について外部講師の指導
　を受ける機会をもち、改善への
　手立てを共有して取り組んだ。
◇校内整備や「六郷フラワープロ
　ジェクト」による植栽などを進め、
　学びの場としての環境美化を図
　った。
◇校外での研究・研修機会は参
　加者数制限が続いたが、近隣
　の研究発表会には時間差をつ
　けて交代参加するなど、学ぶ
　機会の確保に努めた。

◎次年度も様々な研修機会を大
　切にして、計画的な実施をして
　いく。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校関係者記入欄
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令和４年度　大田区立六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・児童数：２８６名　　学級数：１１学級　（令和４年７月２５日現在）
・明治８年に開校し、今年度開校１４７年目を迎える区内でも指折りの歴史と伝統をもつ。
・今年度も「児童一人一人にとって楽しい学校」（六郷笑楽好）を目指す学校像とし、「わかる・できるを目指した授業」と「他とのかかわり」を大切にした活動、教員の指導力向上のための取組により実現を目指す。

成果
評価

目標に対する成果指標

A２

B２

5
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　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

5

Ｂ

４：

３：

２：

5

B

◇昨年度の健康教育の取組への
　評価が９７％と高かったので、
　今年度も状況に応じて継続して
　取り組んだ。
◇教育活動に影響が出ないよう
　に、児童や家庭へも感染防止の
　徹底を求め、中止や変更な行事
　等を行えた。
◇水泳授業は各学級８時間以上、
　運動会、持久走大会等の取組を
　感染症対策を講じながら実施し
　た。スポーツタイムも実施し、運
　動意欲への刺激や運動量の確
　保に努めた。教員も休み時間に
　校庭に出て、児童と運動遊びを
　実践した。

◎「運動することが好き」の児童
　は８４％と向上しているので、
　定着を図っていく。

Ａ

　 A４：「友達の気持ちを思い
　　やり、みんなと仲良くして
　　いる」とアンケートで回答
　　した児童の割合が９０％
　　以上。
　
　 B４：「一人一人を大切にし
　 た教育が行われている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

４：

2

Ｃ

Ｄ

２：

１：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

Ｄ

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の

育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

 　A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

３：

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

２：

３：

４： ※保護者アンケート回答率９２％

◇一人一人の児童にとって楽しい
　学校になることが、創造的な子
　供の育成につながると考え、
　　・学習がわかる・できる
　　・友達とのかかわりが楽しい
　　・力をつける指導
　を必要３要素として取り組んだ。
◇感染状況や校内環境をを鑑み
　ながら、運動会や学芸会、たて
　わり活動、児童集会等の児童
　同士がかかわる取組を復活さ
　せた。
◇毎週火曜日を「英語の日」とし、
　慣れ親しむ活動を工夫した。
◇自分なりの考えをもち、表現す
　る（書く・話す・聞く）活動を通し
　て、違いを認めたり考えを深め
　たりできる学習を推進した。
◇Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの日常的活用
　が進んだ。「六郷小タイピング
　検定」を導入したことで、児童
　の技能向上につながった。

◎互いのよさを認め合う機会を
　さらに工夫していく。

6
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・「学校が楽しい」と言う声が多くよいことです。これからも
笑顔あふれる学校になることを強く期待している。

・英語は今後重要な取組だと痛感します。「英語の日」等
の取組を今後も続けてほしい。

・子供の頃からタイピングを身に付けさせることは良いこと
だと思う。

・児童集会やたてわり班活動等ができるようになったと聞
いた。児童同士がかかわる活動はとても大切である。そう
いった取り組みを大事にしてほしい。

・とんび凧づくりなどは、学校独自の素晴らしい取組であ
る。今後も伝統を大切にした取組を継続してほしい。

　 A４：「学校は楽しい」とアン
　 　ケートで回答した児童 の
　 　割合が９０％ 以上。
　
　 B４：「自分の考えを伝えた
　　り、 様々な違いを尊重し
　　たりできる子供に育ってい
　　る」 とアンケートで回答
　　した保護者の割合が９０％
　　以上。

 　A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

１：


